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～里芋のでんがく～

里芋（皮ごと）
みそ
砂糖

・・・・・・・ 800ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100ｇ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80ｇ　里芋のでんがくは、倉岳町浦地

区の郷土料理として昔から伝わっ
ているものです。皮がむきにくい
ような小さな芋がとれたときによ
く作られており、昔の人が食べ物
を大切に最後まで使い切る知恵が
伝わってきます。作り方も簡単で
す。皆さん、ぜひお試しください。

①里芋を皮ごとゆで、皮をむく。
②火にかけたフライパンに里芋
を入れ、みそ、砂糖で味付け
をする。
※お好みでこしょうを入れても
よい。
③里芋とみそがよくからまった
ら皿に盛り付ける。

材　料（約４人分） 作 　り　 方

提供：市食生活改善推進員協議会
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家
に
は
２
匹
の
猫
が
い
ま
す
。

そ
の
猫
は
親
が
あ
る
程
度
大
き
く

な
っ
て
連
れ
て
き
た
の
で
、
な
か

な
か
な
つ
き
ま
せ
ん
。「
せ
り
込

み
猫
」
で
は
な
い
の
に
、
近
寄
る

と
チ
ュ
チ
ュ
ン
ご
つ
逃
げ
ま
す
。

最
近
は
、
警
戒
心
が
強
い
猫
に
エ

サ
を
や
り
な
が
ら
、
駆
け
引
き
に

一
喜
一
憂
し
て
い
る〝
寅
年
〞生
ま

れ
の
ニ
ャ
ン
太
郎
で
す
。　
【
凡
】

　

今
年
の
夏
は
と
に
か
く
暑
か
っ

た
で
す
ね
。
近
ご
ろ
は
、
夏
に
エ

ア
コ
ン
を
あ
た
り
過
ぎ
て
「
夏
バ

テ
」
な
ら
ぬ
「
秋
バ
テ
」
に
な
る

人
が
増
え
て
い
る
そ
う
。皆
さ
ん
、

体
調
な
ど
崩
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

私
は
と
い
う
と
、
夏
の
疲
れ
を
い

や
し
に
旅
行
に
行
き
た
い
な
と
思

う
も
、
締
め
切
り
に
追
わ
れ
今
も

原
稿
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。【
海
】

　

先
日
、
五
和
町
に
イ
ル
カ
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
の
取
材
へ
。
当
日
は
天

気
に
恵
ま
れ
、
波
も
穏
や
か
で
絶

好
の
ひ
よ
り
。
た
だ
、
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
ま
し
た
、
船
酔
い
の
存

在
を
…
。
は
じ
め
は
「
元
気
な
イ

ル
カ
を
撮
る
ぞ
！
」と
息
巻
く
も
、

み
る
み
る
青
色
吐
息
に
。
そ
れ
で

も
海
に
迷
惑
を
か
け
な
か
っ
た
の

が
、
唯
一
の
救
い
…
で
す
。【
素
】

市政
だより

天草アーカイブズ収蔵

【問い合わせ先】天草アーカイブズ（五和支所内）☎㉕5515

～通詞島～
　通詞島（五和町二江）は、南蛮貿易が盛んなころ、
島に通詞（通訳）が住んでいたことから、この名
称になったともいわれています。通詞大橋が昭和
50（1975）年に完成するまでは、渡し舟が対岸へ
の移動手段として利用されていました。 手こぎ舟で海を渡る島民（昭和30年撮影）

通詞大橋と電力発電用風車のある風景（平成22年８月撮影）


